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コ24 淺』見義弘・黒部卓一

　　　　　　　　・　　　　　　　五　織ヒ　欝

　　北海道等の寒地に於ては，冬期闇屡々勇熟通信用アンテナに雪，氷が附着するが，放三三，短

波範囲では高等の輻射張度に訂する影響は殆んど認められなV・様である。然るに超短波特に極超短

波に於ては共の影響を無覗することは禺露ないと考へられるが，二等の事に關しては未だ磯表され

た事を聞かない。そこで筆者等は波長9Cm，100Cln等に就て，ダブレッ1・アンテナ及アンテナ碍子

に雪，氷の附着した時の輻射強度に：封ずる影響旧びに雪，氷の反射特性に關して實験的研究を行っ

た。こ塩に三等の實瞼結果を取纏めて報告する次第である。

　　　　　　　　　　　　II　ア説艶引手測干す馨，旗の影響

　　波長9・mのマグネト・磯振器品波長1bo・mの三極管齢壷振器を用ひて，雪，氷等がアン

テナ及鎖電線の一部に附着せる場合輻射強度が如何に攣化するかを，翼室熱電謝及マイクロアンメ

脚タ僻受信装置により調べてみた。倫讃電鯨は共振飴電線を旧び，雪，氷の附着しないときに輻射

張度最大なる様に：調整し，共の後は調整を行はす共のま蕊にしておV・た6次に共の代表的な結果を

要約して記す。　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鯵

　（1）波長9Clnのときの雪の影響

　　第一圖の如くガラス管の中にダブレ舜アンテナ弓号及餓電線の一部を封入し，管内に「こしま

り雪を」を詰めて實験室内に放置すると，虫聞と共に雪の水分含有量は増加して，輻射弧度は第一

岡に示す如く減少すする。f縦覧淵は16℃，雪の附議せぬ時の電流計の振れば約COO畑であった。・

（2）被長9・叫のときの氷の影響’

　　ダズレツトアンテナ四韻電線の一部を第二圖の如く氷結させ，之を室内に放置する場合も第」圃

と同様な第二岡の如き特性を示した。但し室温16℃，氷の附着ぜぬときの電流計の振れば約r450μ∠

であった。術第二圖に於て4・分ε0秒頃より氷が水滴となって落下し始める。叉受信アンテナ．を同様

に氷結させて受信弧度を調べた結果も途信アンテナと同様な特窪を示し旋。

　（3）波長・100Clnの≒きの氷の影響’　　　　暖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巽

　　次に波長1ρOCmの自二二振器を用ひて，第三圃の如くダブレッ．トプンテナ及餓電線の一部を氷

面せ之を室内に幽した稀の犠1ま第三岡の如くなり，滋9・mの場合に上ヒベ翻搬の減少

は極めて緩慢であった。但レ室内温度は鍛℃であった。省受信アン矛ナの場合も膏雨アンテナと

同様な特牲を示した。以上の結果は侮勉も二月上旬から中旬にかけてのものである。

　（4）．波長9cmのときの漁雪の影響｝

　　春三月から四月にかけて相當しめった雪をダブレットアンテナを封入したガラス管に入れ，

暖煽のある暖か暗哩に放置髄力・に解かし醐合の糸課は第鵬1に示す如くである・矧の画ρ

＊1以後組て電流波腹：韻電ダブレットアンテナ』を用ふ。



　　　　　　　　　　　　　　　楓超短披アンデ．ナ沈戎霞す鱈p氷の影響

部は雪が次第に解け畑つた部分で繍に於てはアンチ．ナ全罷を三三で泌血温論る。

1．叉ら4，8．部は人工的に熱を興へて更に速かに解かした時の‘K幽三である。
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（5）波長4q・mのときのインピーダンスマ。チングの効果

　　波長40晦のマグネトロン磯振器を用ひて，第五圖の如く受信アシデナをガラス管内に封入し婁

其の中に蒸溜水を除々に入れ℃いった三水の深さに回する受信強度の攣花を調べ潅。第五圖（4）はト

ラρプ’を用ぴてインピ陣ダンスマッチングを行ったと費の結果であり，φ，はインピ阿ダンスマゥチン
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グを行はなV・と費の結果である。叉（‘）は、io％NaC1水溶液を除々に入れてゆ駿インピーダン象Ψ

ッチング．を行つ潅と駿の結果である。
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（6）氷附着のときの波長の測定　．　－　　・

　　第六圖の如くアンテナを全面氷結させた場合，一解け力犠つた場合，及発然氷の附着しない場合

に就て，レッヘル線波長計の長さを攣化レ海と費の輻射弧度の攣化の模様が第六圖に示してある。

之毒り何れの場合も波長約9cmなることが分る。
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（7）實瞼結果幽する考察

　　雪，氷が解け始めると輻射強度が野々に減少する原因ば次の如く考へられる。

　　アンテナ及アンテナ近傍の鎖電線に雪叉は氷が附着したときの等債回路は第七圃の如くなる。

但し脚燃電線の波動抵抗・例壷三叉は氷の附着せる部分ρ三線の波動抵抗・蹴アンテナの
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　　輻射インピ凹ダシスである。但しこりZ

　　は雪，氷の附着せぬときよ砂若干大なる
z
　　値である。何となればアンテナの等債的

　　長さは雪，氷が附着すると若干長くなる

　　からである。研部分の誘電率をεとす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　み

れば此の部分ゐ波長は〃・部分の弓長の1／匹となる．故に〃7部分と〃・・部分と同じ波長の波が

のっている拷魂ばZ・の長さはゾ高と鞭であり詮禮の等臓をZとすればZ≒～汁γ員

となる。今餓電線を共振鱗電線Z＜〃とすれば，Zに浩費される電力即輻射電力を最大にするになZ

・徽撒ら鴫・蹴灘即ろ＋解三脚脚，もし・が・ン桝ン粉雄
欄確1三縄一レ4な志すれば点之を共振灘線の三一脚ス膨・グ
の蜘欄して机之から1の値・・勒すると輻鷹力は撒減少嘩三一讐1！初

のとき最小になる・叉雪・氷自身ρ誘電損失はフ紛力回すに御聾するカ・ら・．インピザン不ミ・

』スマ？チングの三三と此の誘電損失が相二つ七，Zの攣化に：封ずる輻射電力の鍵化は第八岡の實線の

蜘・・叫て，凹い脚・テ・嚇儒一応罐抵抗に・・脳＋ら号
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［
なる檬に調整しておけば，』第八圖のαノ顯はこの輻射電力を示すが1雪，氷が附着すると，インダク

タンス分が表れ第八圖實線のσ黙に下り，水分が増すに從ひεの値は昏々に増し2め長さが次第に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑳
増加して輻射電力は第八圖の〃乃部分に從って減少す汐。．
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　　　鯛圖，第二圓め旧臣咽ρψ喬区回覧すると考へられるb．三三圖ρ如鱗跡

　100cmになると波長に謝ずる孟の攣化の割合が緩漫となる爲に輻射電力減少の模様もゆるやかにな

・る・三四圖の三三燗の砒音粉に回する拷へられる葡して第胴髭よインr砂ン、

　　スマッチングを行ふなら，誘電腰の無い場合と殆んど同程度の輻射強度となる事を示してみる』省

　噸鵬上長40c四で水の編損失シま9Cm三三か剛’である・而し9c鵬搬でも講損
　失の影響よりもミスマッチングの影響はは遙かに大である。故に雪，氷の附着し孝場合も，其の都

　灘ン唐ダン嘱チング楠へば翻寸諭噺少雌必ある…

　　　　　　　　　　　　　亙II　アン骨ナ碍峯・緯及ぼす氷蓼の影響

　　　雪，氷雪等が碍子の全表面を蔽ふ程度に附着する場合，水分含有量が増すと著るしく維縁の低

　下を卜し，数κ9にも達する事がある。此の絶縁蟹下の際輻射電力が如何に減少するかに就て波長　＼

＼

ト、め！

iγ
身

。460・m．卿書舗20KWのヨ亟管並列接鰍振器鯛ひ・檬信アンテナ・受f言アンテナセr就慣験・

　を行った・共の結果途信忍シテナの場合はテレ・クス碍子にて5dO％・自碍子にて、10陶20％の輻

射電力の減少を見掩が，受僑ナンテナの場合は爾曝三共殆んど影響は無かった。但し絶縁抵抗は10

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち

鄭鶴
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　　　　　！　　　　　　…
κ9程度の場合で妊る。之は輻射電力の減少が碍子の誘電損失に：より，共のアンテォの長さに封ず

る影響は前者に比べ少悟ものと思はれる。　　・　　』　　．

　　’伺アツアナ碍子の絶線低下防止に關し七，慮用電氣研究所東教援，竹田助平授の御援助により

次の結巣を得た　’　．㌦　　．　　．　’　、　”　　 一

　　氷雪が碍子に附着する場合其の絶縁が鴨るしく低下する理由は碍子の表面た滑うて水路が形成

せちれる事によるものである故，之が門馬としてに丞路の完成を妨げる事である。、

　（a）電力用碍子の如く深V’「ぴだ」を持つた碍子を利用すること。

　（b）市販の碍子に塗料を塗って目的を達すること。　』・’　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　（b）、に抄して實験的研究を進め，うるしうべ四クライト，パラフィン等を碍子の表面に塗布し實

験せる結果高融鮎パラフ・ン炉特に有効なる事を知った♂

　　即ち　、　　　　　　　、　　しり、　r、．

　　（1）高融鮎パラフィンを碍子に塗布する事に：より水の附着を防ぎ得る事ぼ理論的にも三三的に

、も石窪評せられた。

　r図2）但し塗布の方法に技巧が必要である。第一にパラフィンが脆｛ハために之を塗料として堅い

皮臓即せしむる事が困難な徽・・ラ・・ンに碗め鯖を回して＊占三四し郊b酬

ひ陀・　．、　．　　’　　　　　ボ～

　　（3）第二醸面三三碍子にパラ％ン騰る妙も麺三三の下塗りで粗購した方が．

有効であった。．　　　　　　’　　恥　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　卜

　　（4）金属板及びガラス板に種々の塗料を下塗りにトジ共の上にパラフィン准塗り継裂の程度を

調べると，塗料¢）程度によb鐙裂の程度が異る。供試塗料27種申ではコ四パルワ昌スが最良噂あっ

た。（但し純パラフィンを用ぴた場合）　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　五V　馨，氷の反射特惟i　‘、

　（1）雪の反射特性

　　第九圓め如く降りたての「こしまり雪」を木製の箱に堅く詰め，之に水を少量つつ注入して其

め反射特性を槍した。・其の結果の代表的なものが第九捌である。即ち僅かの水分に封し反射量は急

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
に増加したが，それ以上は水分を介しても其の憂化は綾漫であρた。此の結果より，第九圖のσ瓢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まし

離は薦／・キ・／押脚〃・／一働は薦陶1騨畠㈱聯て
・ゐ野卑へられる・但し批雪醇さ＝4・5・mλ＝．波距9・mである・之から誘騨・を逆算

マζと二目に：ては約2．3う黙にては約4ρ6黙にてほ約6．3等の値を得た。冬水が無V・時は雪の誘電

損失は極めて少“が，水が増すと誘電損失は急激に増加すると考へられる。爾雪の表面を三板にて

置き代へた時の反射量は約250∫・4であ層）た。　’　　　　嘱　　・，

　（2）氷の反射特性
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〕3諸　　　　　　　　．　．‘；淺見義弘・黒部貞マ　　　な

　　木製の箱に氷を張らせ，共の厚さを漸次増湘した場合の反射特性綜第ナ圖に示す如く極大極少

を繰り返す。此の場合棒大黒占と次の極大黙との氷め厚さの華を4≧すれば4＝λ隅γτであρ，之

よ帰騨・の縫計算すると約5為であっ知氷の表面醐郷環き代へ塒の反腿鮒

500μ4であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　V　謄』　欝

　（a）雪，氷等がアンテナ及アンテナ近傍の鱗電線に附着した時乳・水分含有量が極め℃少いなら雪，

氷そのもρの誘電撒少も双イ・ピーダン麻・マ・チ・グの議も少嚇辱覇鷹力曝魔、

僅少である．然るに・醗舗量が増すと卑氷朗の禰損失舗加し，且イン磨ダンスミスマ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ
ッチ著グの程度も櫓して，輻射電力は水分と共に減少する。而し此の場合誘電損失の影響よりもイ

ンピーダンスミスマッチングの影響ρ方が遙かに大である。　　　・

　（b）アンテナ碍子ル全面．を蔽つた氷雪が解けた場合，碍子の絶縁抵抗は急激に減少するが輻射電

力ゐ減少は僅少である。術碍子の水分による絶構低下を防止するには深い「ひだ」を持つた碍子を

使用することは勿論であるが，更に高副艦パラフィン等の塗料により相當の効果を牧め得た。
　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　ノ

　（c）雪の極超短波に：蜀する反射は共の水分含有量の程度ぐ鷹じて著るしく攣化するものである。

叉反射特性から計算によつ｝く堅く固めた「こし｝まり雪」の誘電傘は約23，氷の誘電率は約5．7なる

結果を得た。

　　寺号用電導研究所東教撰，竹田助教授の御援助に封し蒔く感謝する次第である。


